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Ⅰ 「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」の事業概要 
 
Ⅰ－１．機関の現状（H21 年 2 月） 
（１）女性研究者の人数及び今後の見通し 

現在，本学における女性研究者の比率は 12％(135 人)，自然科学系では 10％（理学

系 3％(3 人)，工学系 4％(5 人)，農学系 8％(1 人)，保健系 49％(31 人)，環境系 4％(2
人)）である。一方，本学の理系の学部生，大学院生の女子学生(留学生を含む)の比率

は決して低い水準ではなく(学部 40％・修士 35％・博士 30％)，女子学生のポテンシャ

ルは高い。このような状況を踏まえ，今後，本計画の実施を通じて，3 年後には本学の

自然科学系の女性研究者の数を現在の 30％増を目指す。 
（２）女性研究者支援に関する現在の取組状況 

本学では，次世代育成支援対策検討委員会設置，事業所内保育所の充実，病児保育

施設及び学童保育施設設置予定（H21 年度），男女共同参画の推進に資する教養科目の

開講等，この 2～3年の間に急速に女性研究者支援に係る環境整備を進めてきた。更に，

平成 21 年 1 月，ダイバーシティ推進本部を新たに設置，その下に「男女共同参画室」

を置き，全学的な女性研究者支援体制を一層強化した。 
 
Ⅰ－２．計画構想 
（１）女性研究者増に関する具体的な取組 

本学は，戦略的・体系的な改革を目指して「意識改革への挑戦」，「サポート体制の

充実」及び「組織改革の実質化」の 3 本の柱を有機的に連携させ，本学女性研究者の

雇用率が低い理系に焦点をおいて，下記の「循環型人材育成進化プラン」を実行する。 
○ 進化プラン「研究サポート体制」：女性研究者のニーズに対応すべく，人材登録バ

ンクを設置・活用し，女性研究者ごとに研究サポートグループを構築。 
○ 進化プラン「雇用」：ウーマン・テニュア・トラック教員制度の新設（年 3～5 名採

用予定。女性は出産・育児等特有の問題を有することから，柔軟な勤務体制）。 
○ 進化プラン「持続性」：研究サポートグループに参画した大学院女子学生はウーマ

ン・テニュア・トラック教員の候補生となり，かつテニュア教員に採用された女性

研究者はメンター教員として次世代の女性研究者の人材育成に関与（次世代の女性

研究者の循環型人材育成保証）。 
なお，本進化プランをスムーズに駆動させるため「システム改革支援室」を新設す

るとともに，メンタルサポートの相談窓口の設置のほか，サロン運営及びネットワー

クシステムの構築等による情報交換や，意識啓発・広報活動を実施する。 
（２）期待される効果 

研究サポート体制の定着やウーマン・テニュア・トラック教員制度の導入等により，

質の高い持続性のある女性研究者の雇用・育成が保証される。 
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Ⅰ－３．実施体制・実施内容 
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Ⅰ－４．ミッションステートメント 
（１）実施機関終了時における具体的な目標 

① 人材登録バンクの充実等により，女性研究者への研究サポート体制を確立する。 
② ウーマン・テニュア・トラック教員制度を導入し，本事業期間中で 6～10 名の博

士学位取得後の女性若手研究者の採用枠を設ける。 

③ 3 年後には本学の自然科学系の女性研究者の数を現在より 30％増を目指し，10

年後には同女性研究者の割合 20％とすることを目指す。 

（２）実施機関終了後の取り組み 

① アンケート調査の結果分析や，評価委員会（学外者を含む）における評価結果を

踏まえ，女性研究者への研究サポート体制の見直しを行う。 

② 女性研究者の採用状況等を踏まえ，ウーマン・テニュア・トラック教員制度の見

直しを行う。 

③ 女性研究者の裾野拡大を図るとともに，研究力の高い女性研究者，管理職を任せ

られる女性研究者が数多く輩出されるよう，循環型人材育成進化プランを持続的

に展開する。 

（３）期待される波及効果 

本計画は，質の高い持続性のある女性研究者の雇用・育成を保証しようとするも

のであり，本計画の研究サポート体制やウーマン・テニュア・トラック教員制度は，

他大学においても当該大学の実情に即して適用可能なものである。 

 
Ⅰ－５．年次計画（H21 年 4 月） 

取組内容 １年度目 ２年度目 ３年度目 ４年度目以降 
a.人材登録バン 
  クの設置 
 
b.研究サポート 
  体制の導入 
 
c.次世代の女性 
  研究者の循環 
  型育成の導入 
 
d.アンケート調 
  査・分析による 
  意識改革の邁進 
 
e.サロン活動・広 
  報活動の活性化 
 
f.ウーマン・テニ 
  ュア・トラック 
  教員制度の構築 

 

 

検討・試行的導入

登録準備 

対象者拡大・項目充実による意識改革の邁進と公表 

サイエンスカフェ・講演会・研修会開催・パンフレット作成

検討・試行的導入

本格的導入・効果の調査・改善点の検討 

本格的導入・効果の調査・改善点の検討 

本格的導入・効果の調査・改善点の検討 

持続的に展開 

制度の準備 ウーマン・テニュア・トラック教員制度の導入 
(3～5人/年 3年任期制・再任可) 

採用後3年目に評価 

3年経過後以降テニュア教員 

持続的に展開 

持続的に展開 

持続的に展開 
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